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出典：中央教育審議会（平成26年12月22日）

「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた 
高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体
的改革について」（抜粋）

2.新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた改革の方向性
（2）高等学校教育の質の確保・向上
②高等学校の教育内容や学習・指導方法、評価方法等の見直し

◆「思考力・判断力・表現力」を育成するための、課題の発見と解
決に向けた主体的・協働的な学習・指導方法の飛躍的充実
◆英語において四技能を系統的に育成するため、小学校から高等
学校までを通じて達成を目指すべき教育目標を、「英語を使って何が
できるようになるか」という観点から、四技能に係る一貫した具体的
な指標の形で設定すること
◆国家や社会の形成者となるための教養と行動規範、また自立し
て社会生活を営むために必要な力を、実践的に身に付けるためのカ
リキュラムを充実させること
◆高度な思考力・判断力・表現力を育成・評価するための新たな教
科・科目を検討すること
◆大学の卒業論文のような課題探究を行う「総合的な学習の時
間」の一層の充実に向けた見直し
◆特別支援教育の充実のための見直し
　また、これからの高等学校教員には、課題の発見と解決に向けた
主体的・協働的な学びを重視した教育を展開するとともに、生徒の
多様な学習成果や活動を適切に評価することなどにより、これから
の時代に必要な資質・能力を身に付けさせ、生徒一人ひとりの可能
性を伸ばしていく観点から指導を行う力量が求められる。

「総合的な学習の時間」が高校に導入されてから10年余。各高校でも特色ある教育としてさまざまな形での取り組みが行われて
いると思います。一方で、具体的な取り組み方法や育む力などについてわからないという戸惑いの声もよく伺います。社会が大き
く変化し、求められる能力や資質も大きく変わる今。「総合的な学習の時間」を今一度見直すことで、課題やテーマへの気づき、
教科学習との関係性が見えてくるかもしれません。ぜひ、担当の先生方と一緒に取り組んでみてください。

「総合的な学習の時間」を
進化させるフレームワーク
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。
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年
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このフレームワークでは、「生徒の成長」「教師の指導力」「学習内容の工夫」の３つの視点から、自校の「総学」の取り組み
について振り返ります。取り組めていないと思われる項目にはチェックを付けてください。

「総合的な学習の時間」をセルフチェック

 生徒は、地域や社会の課題に対して、自分に何ができるかを考え、言葉にして伝えることができる。

 生徒は、多様な意見を持つ人や年齢の異なる人とも自然に議論ができる。

 生徒は、状況に応じてグループをつくり、発想を広げたり、異なる視点で分析したりできる。

 生徒は、答えのない課題にも、失敗を気にせず挑戦し、どんな結果からも次へのヒントを見出せる。

 生徒は、自らが見出した課題意識を元に、将来のキャリアを描くことができる。

生徒の成長 →課題だと思うことは何ですか？

→課題だと思うことは何ですか？

→課題だと思うことは何ですか？

 教師は、「総合的な学習の時間」の目標で示されている力を、生徒の具体的な活動の姿で説明できる。

 教師は、生徒の行動を見通すことができ、生徒の力を信頼して、次の行動に進むまで待つことができる。

 教師は、「総合的な学習の時間」の指導について、担当者同士で日常的に構想したり情報共有したりできる。

 教師は、成果物の良し悪しよりも、そこに至るまでの思考や行動の過程における気づきの重要性を理解している。

 教師は、積極的に校外の協力者と連携関係を築くことができる。

教師の指導力

 カリキュラムは、地域の特徴を取り入れた、学校独自のもので実施している。

 カリキュラムは、生徒の主体的な課題解決活動を行うのに十分な期間で計画している。

 講演会や講義は、生徒が自ら定めた課題の解決に必要な気づきを与える場面として設定されている。

 体験活動は、生徒が自ら設定した課題についての考えを深めるために、必然性のあるものになっている。

 カリキュラムは、生徒の実態や前年までの反省を考慮して、継続的に改善している。

学習内容の工夫

自校が意欲的に取り組めているところ、不十分だと思われるところを、客観的にとらえることができたのではないでしょう
か。生徒の実態や地域の特徴に応じた課題などを題材に学び、生徒と教師が共に成長できる授業はほかにありませ
ん。もし少しでも気になる項目があれば、カリキュラムや取り組みについて見直してみましょう。
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「探究的な学習」「協同的な学習」の全体を俯瞰してみると、どこに力を入れれば良いのか見えてくるのではないでしょうか。探究
的・協同的な学習を通して、生徒が思考力・判断力・表現力を身に付けられる学習プログラムを自校で開発するために、強化し
たい項目の「 」にチェックを入れ、アドバイスを参考に一つひとつ見直してみてはいかがでしょうか。

 実際の現場に出て情報収集する体験的な活動
がある。

 課題に応じた適切な情報収集ができる方法や場
面を考えている。

 情報収集の目的が明確で、生徒が目的を意識で
きる活動になっている。

 体験的な活動で得た情報を、適切な方法で記録
する工夫がある。

 収集した情報を生徒同士で共有する活動がある。

 情報の収集

 グループ内、クラス内など、すべての生徒に発表
する機会を繰り返し設定している。

 一連の学習プログラム内に、成果の報告が求め
られる発表会を複数回設定している。

 生徒の学習意欲を維持するために、体験活動を
意図的に複数回計画している。

 生徒に学習の見通しを持たせるために、先輩の
学習成果を見る機会を設定している。

 発展的に繰り返すために

 生徒が多様な考え方を持つ他者とかかわる機会
を設定している。

 生徒が他者と話し合い、新しい価値を創造するよ
うな機会を設定している。

 学習活動が社会参加や社会参画につながり、生
徒の学習意欲が高まるよう工夫している。

 探究的な学習の各プロセスにおいて、いつでも協
同的な学習を行っている。

 協同的な 学習「情報の収集」では、課題解決のための情報
収集活動を生徒が自覚的に行うことが大切で
す。体験を通しての情報収集や、数値化され
た客観的な情報収集など、さまざまな情報源か
ら確かな情報を収集し、情報をその後の探究
活動にも生かせるように蓄積します。

「探究的な学習」では、他者と協同して課題を
解決する「協同的な学習」をどのプロセスでも
重視し、社会に参画・貢献する資質や能力及
び態度を育成します。生徒間の協同、地域社
会への参画や貢献など、生徒の探究活動に
適した協同的な活動の設定が大切です。

「総合的な学習の時間」を探究的な学習とし
て深めるためには、「課題の設定」「情報の収
集」「整理・分析」「まとめ・表現」が繰り返され、
スパイラルに高まっていくことが重要です。学
習の過程が前後する場合もありますが、学習
活動の一連のつながりが大切です。

わからない できていないできている

わからない できていないできている

わからない できていないできている
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中央の図は、「総学」のカリキュラム設計に欠かせない「探究のプロセス」です。このフレームワークでは、自校の「総学」のカリキュラ
ムが、「探究的な学習」であり「発展的に繰り返されている」か、また「協同的な学習」となっているかどうかを確認します。各項目を順
に確認し、もしわからないことがあれば、各プロセスのポイントやアドバイスを見ながら理解を深めてみましょう。

「総合的な学習の時間」を磨くために知っておきたい
探究的・協同的な学習のポイント

 生徒が自ら課題を設定する計画になっている。

 生徒が課題を実感できる体験的な活動が設定されている。

 生徒が課題設定について検討する時間が十分にある。

 生徒同士が協同的に気づきや課題を出し合う活動がある。

 課題の設定

 どのような情報が、どの程度収集されているかを
検討する機会がある。

 収集した情報を、生徒同士やクラス内で共有する
工夫がある。

 情報を整理し、分析する方法について生徒同士
で検討する場面がある。

 収集した情報をまとめる、比較するなど、分析する
活動がある。

 各教科・科目の知識・技能と「総学」を関連付け
て考える場面がある。

 整理・分析 生徒が、自らの体験を通して見出した考えをまとめ
る工夫がある。

 伝える相手を想定して、表現する内容や方法まで
考える工夫がある。

 伝えたい内容や思いを持った発表や報告にする
ための工夫がある。

 伝える活動を通して、生徒が自身の新たな課題を
見つけるための工夫がある。

 まとめ・表現

「課題の設定」では、生徒が自ら課題
意識を持って学習対象と出合えるよ
う、教師の工夫が求められます。各生
徒の発達や興味・関心を受け止め、
人、社会、自然に直接かかわる体験
活動を設定します。

「まとめ・表現」では、整
理・分析した情報を、自分
自身の考えとしてまとめ、
他者に伝える学習活動
を行い探究を深めます。
伝達方法を身に付け、情
報を伝わりやすく再編成
することで新たな課題や
目的意識が明確になり、
学習の質が高まります。

「整理・分析」では、収集した情報を使って思考する活
動を行います。どのような方法で情報の整理・分析をす
るのかを決定し、整理・分析をする中で、比較検討、分
類、序列化、関連付け等の思考方法を学びます。

わからない できていないできている

わからない できていないできている

わからない できていないできている

課題の
設定1

情報の
収集2

整理・
分析3

まとめ・
表現4
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カリキュラムを動態化させ、指導計画を確実に実施していくためには、学校全体を巻き込んだ推進体制の整備が欠かせませ
ん。そして、校長のリーダーシップをベースとした、以下の４つの視点を取り入れた体制の整備が重要です。このフレームワー
クでは、まず「総学」を推進するための校内体制がどの程度整っているかを把握し、状況に応じて行動計画を立てていきます。

プロジェクトを立ち上げ、「総学」を進化させる

 校長や管理職は、育てたい力についてビジョンを持ちリーダーシップを発揮している。

  「総合的な学習の時間」の推進を業務とする校務分掌が設置されている。

 担当する校務分掌に、全体を総括する「総学コーディネーター」と学年企画担当が所属している。

  「総学コーディネーター」や学年企画担当が複数年にわたり授業づくりや授業改善に携わっている。

 学年企画担当と授業担当の打ち合わせが毎週行われている。

  「総学コーディネーター」と学年企画担当による打ち合わせが定期的に行われている。

 各授業時間での生徒の具体的な活動がわかる資料が、記録として蓄積されている。

 全教員を対象とした「総合的な学習の時間」に関する研修が、定期的かつ効果的に行われている。

校内組織の
整備

 図書室は、司書または司書教諭と連携して学習情報センターとして積極的に活用されている。

 パソコン室が、学習の流れに合わせて利用できるよう、時間割が配慮されている。

 ICT環境の効果的な活用について教員の研修が実施され、計画的な導入を検討している。

学習環境の
整備

  「総合的な学習の時間」の趣旨に沿った内容を実施するために、適切な授業時数が確保されている。

 体験活動や発表会等が、学習の流れに沿った適切な時期に実施できるよう柔軟な対応をしている。

 活動内容や趣旨に合わせて、学級や学年の枠を外すなど柔軟な指導体制を整備している。

授業時数の
確保と

弾力的な運用

 地域の特徴や実態を十分に考慮し、地域資源を積極的に活用できている。

 校外の協力者との連携を推進する「総学コーディネーター」を設置している。

 校外の協力者に、自校の状況や協力内容などについて説明する事前打ち合わせを行っている。

 校外の協力者と、定常的な情報交換が可能な連携関係を築いている。

外部との連携の
構築

プロジェクトメンバーは「総学」や新テストへの対応など課題意識を持った先生が望ましいでしょう。そして学校全体に影
響が及ぶ内容であるため、 学校管理職の支援のもと、校内で認知されたプロジェクトであることが重要です。プロジェク
トチームでアイデアを出し合い、具体的な改善策と目標についてイメージを共有していきましょう。

推進の核となる体制をつくる。問題意
識の高い先生を中心としたプロジェクト
を立ち上げ、メンバーをアサインし、役割
を明確にする。

「探究のプロセス」の設計を軸に、学習
内容・カリキュラムを協議する。先進的
な取り組み校の視察を交え、自校の
「総学」を組み立てる。

たとえば、大学入学希望者学力評価テ
スト（仮称）の実施年など、教師が一丸と
なって目指せる時間軸を設定。生徒がど
んなことができるようになるかを定める。

教科学習との連
携、生徒の実態や
地域の特徴、教師
の状況に応じた実
践へ。

「総合的な学習の時間」づくりプロジェクトチームの立ち上げ
プロジェクトの推進力が 「総学」 を進化させていく

プロジェクト
の結成

「総学」
カリキュラムの
検討＆策定

目標を
定める

継続的な
取り組み

（磨き続ける）

進捗状況を報告・共有
（意識の浸透）

成果と課題の共有
（全体一体感の醸成）
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行
う
か
を
考
え
る
」と
こ
ろ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
答
え
が
決
ま

っ
て
い
な
い
課
題
に
生
徒
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

き
は
、成
果
だ
け
で
な
く
過
程
も
重
視
し
ま
す

の
で
、教
師
は
生
徒
を
見
守
り
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。「
探
究
的
な
学
習
」は
生
徒
が
探

究
す
る
こ
と
を
教
師
も
一
緒
に
考
え
、一
緒
に
わ

く
わ
く
で
き
る
時
間
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、

生
徒
が「
で
き
た
」「
自
信
が
持
て
た
」と
言
っ
て

く
れ
た
と
き
は
、教
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
通
し
て
、自
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
課
題
を

追
究
す
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、主
体
的

に
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
そ
し
て
そ
れ
が
将
来
に
つ
な
が
る
生

き
る
力
に
な
れ
ば
、教
師
と
し
て
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
教
師

で
あ
る
私
た
ち
も
、よ
り
よ
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ

く
り
や
教
師
と
し
て
の
在
り
方
を
、探
究
し
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
も
生
徒
と
一
緒
に

探
究
し
、成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
社
会
で
は

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
っ
て

い
て
も
、「
思
い
」が
な
け
れ
ば
単
な
る
宝
の
持

ち
ぐ
さ
れ
だ
か
ら
で
す
。「
地
域
や
社
会
に
何

か
貢
献
し
た
い
」「
未
来
の
社
会
を
少
し
で
も

良
く
し
た
い
」と
い
っ
た
社
会
や
地
域
に
対
す

る
本
気
の「
思
い
」を
「
総
学
」で
育
む
こ
と
で
、

「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
」と
言
わ
れ
る
も
の

が
、社
会
の
ど
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、生

徒
自
身
の
力
で
気
づ
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
ん
な
生
徒
の「
思
い
」を
か
な
え
る
た
め
、

教
師
と
し
て
生
徒
に
ど
ん
な
経
験
を
用
意
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
。
ど
ん
な
人
と
の
出
会
い

を
用
意
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
。「
総
学
」で
生

徒
が
よ
り
広
く
深
い
経
験
が
で
き
る
よ
う
、枠

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
教
師
の
役
割
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
個
性
や
地
域
の
特

徴
に
応
じ
た
社
会
課
題
を
題
材
と
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

だ
け
に
与
え
ら
れ
た
特
徴
で
す
。こ
れ
か
ら
も
生

徒
た
ち
の「
思
い
」に
向
き
合
い
、少
し
で
も
そ
れ

を
引
き
出
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を
磨
く
に
あ
た
っ

て
大
事
な
こ
と
は
、ま
ず
「
探
究
的
な
学
習
」

と
は
何
か
を
理
解
す
る
こ
と
。
探
究
の
4
つ
の

プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
意
識
し
て
「
探
究
の
プ
ロ

セ
ス
」を
体
験
す
る
こ
と
で
す
。「
総
学
」は
、マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
や
れ
ば
良
い
、と
い
う
も
の

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。そ
の
と
き
の
生
徒
に
よ
っ

て
、ま
た
そ
の
と
き
の
教
師
に
よ
っ
て
、ど
ん
な

「
探
究
的
な
学
習
」が
合
っ
て
い
る
の
か
が
変
わ

っ
て
き
ま
す
の
で
、や
っ
て
み
て
か
ら
わ
か
る
こ

と
も
多
く
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
毎
年
見
直
し
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
つ
く
る
か
は
、教
師
で
あ
る
私
た
ち
の
探

究
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。正
解
は
、一つ
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

 

「
総
学
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
教
科
の
教
師
が
集
ま
っ
て
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
専
門
知

識
や
ス
キ
ル
を
持
ち
寄
り
ま
す
の
で
、大
き
な

刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
自
身
も
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、見
守
る
姿
勢
な
ど
、

教
師
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
刺
激
を
自
分
の
教
科
に
持
ち
帰
る

と
、「
総
学
」と
教
科
と
の
相
互
作
用
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、私
が
担
当
し
て
い
る
理
科
で
も

「
総
学
」で
の
経
験
が
生
き
て
い
ま
す
。
た
だ
単

に
教
科
書
ど
お
り
の
実
験
を
や
り
な
さ
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、生
徒
に
は「
ど
ん
な
実
験
を

　

私
自
身
が
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、ゼ
ロ
か
ら

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
推
進
に
取
り
組

み
始
め
た
と
き
で
し
た
。
当
時
は
ほ
か
の
高
校

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
モ
デ
ル
に
な
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
つ
く
り
校
内
体
制
を
整
え
る
の
に
、

相
当
な
時
間
と
パ
ワ
ー
が
必
要
で
し
た
。

　

し
か
し
今
で
は
、す
で
に「
総
学
」に
熱
心
に

取
り
組
む
先
生
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
事
例
も
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
際
に

は
、そ
う
い
っ
た
事
例
の
中
か
ら
、で
き
そ
う
な

こ
と
を
見
つ
け
、や
っ
て
み
れ
ば
い
い
の
で
す
。や

り
始
め
る
こ
と
が
大
事
で
、そ
こ
か
ら
は
自
校

の
生
徒
や
教
師
に
合
っ
た
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し

て
教
師
も
探
究
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、自
校
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
総
学
」に
な
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

　

ま
た
、す
ぐ
に
目
に
見
え
た
結
果
が
出
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、焦
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

と
も
と
「
総
学
」は
取
り
組
み
か
ら
成
果
が
出

る
ま
で
、時
間
が
か
か
る
も
の
な
の
で
す
。そ
う

い
う
も
の
だ
と
理
解
し
て
教
師
自
身
も
余
裕

を
持
ち
、生
徒
が
育
ん
で
い
る「
思
い
」や
小
さ

な
成
長
ま
で
見
逃
さ
な
い
よ
う
、見
守
っ
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

探
究
的
な
学
習
の
中
で
生
徒
の「
思
い
」を

感
じ
た
ら
、教
師
は
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
引
き
出

静岡県富士市教育委員会
静岡県富士市立高等学校
教育推進室　指導主事
眺野大輔氏

山梨県立富士河口湖高校
教諭
廣瀬志保先生

「総合的な学習の時間」をさらに磨くためには
フレームワーク開発にご協力いただいた先生方からのメッセージ

生
徒
の「
思
い
」を
育
て
ら
れ
る
の
は「
総
学
」だ
け
。

そ
こ
に
教
師
と
し
て
ど
う
向
き
合
う
か
が
大
切

「
探
究
的
な
学
習
」は
、生
徒
の
成
長
だ
け
で
な
く

教
科
や
教
師
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
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